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小型ヘッドフォンアンプシリーズ 

スタンダード 
ヘッドフォンアンプ 
BH3544F,BH3547F,BH3548F 

 
 
●概要 

BH3544F,BH3547F,BH3548F はポータブル製品に最適なヘッドフォンアンプです。ゲインは 6dB 固定となっており、   
ゲイン設定用外付け抵抗が不要です。また、BH3544F,BH3547F,BH3548F は全て SOP8 のピンコンパチブル製品ですので、
置換えが容易です。全製品ともミュート機能を内蔵しており、電源 ON-OFF 時のボツ音防止対策が簡単に行えます。    
サーマルシャットダウン回路も内蔵しています。BH3544F,BH3547F,は一般的な 16/32Ω ヘッドフォン負荷に対応して   
おりますが、BH3548F は 16/32Ω以外にも 8Ω負荷もドライブできるため、レシーバとしての用途にも最適です。 
 

●特長 
 1) ミュート機能内蔵によって電源 ON-OFF 時のボツ音防止対策が可能 
 2) サーマルシャットダウン回路(150℃)内蔵によって短絡による IC 破壊を防止 
 3) BH3544F,BH3547F,BH3548F が全てピンコンパチブルのため、置き換えが容易 
 4) SOP8 の小型パッケージ 

 
●用途 

TV、デスクトップ PC、ノート PC、カムコーダなどヘッドフォン出力を有する機器全般 
 
●ラインアップ 

品名 BH3544F BH3547F BH3548F 単位 

電源電圧 +2.8 ～ +6.5 +4.5 ～ +5.5 +4.0 ～ +5.5 V 

無信号時回路電流 7.0 3.7 6.5 mA 

アンプゲイン 6 dB 

出力 (RL=16Ω) 62 77 62 mW 

対応負荷インピーダンス 16 / 32 8/16/32 Ω 

動作温度範囲 -25 ～ +75 -40 ～ +85 ℃ 

 
●絶対最大定格(Ta=25℃) 

項目 記号 
定格 

単位 
BH3544F, BH3547F, BH3548F 

電源電圧 VCC 7.0 V 

許容損失 Pd 550 *1 mW 

保存温度範囲 Tstg -55 ～ +125 ℃ 

*1  70mm×70mm×1.6mm FR4 1 層ガラスエポキシ基板実装,  Ta=25℃以上は 5.5mW/℃で減じる。 

 
●動作範囲 (Ta=25℃) 

項目 記号 BH3544F BH3547F BH3548F 単位 

電源電圧 VCC +2.8 ～ +6.5 +4.5 ～ +6.5 +4.0 ～ +5.5 V 

温度範囲 Topr -25 ～ +75 -40 ～ +85 ℃ 

※ 耐放射線設計はしておりません。 

 

No.11102JBT02
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BH3544F,BH3547F,BH3548F 

●電気的特性 
(特に指定の無い限り Ta=25℃,VCC=5V,RL=32Ω,f=1kHz,BW=400～30kHz, VIN =-6dBV) 

項目 記号 
規格値 

単位 条件 
BH3544F BH3547F BH3548F

無信号時回路電流 IQ 7 3.7 6.5 mA VIN=0Vrms 

ミュート制御電圧 H VTMH 1.6< V ミュート OFF 

ミュート制御電圧 L VTML <0.3 V ミュート ON 

電圧利得 GVC 6 dB - 

チャンネル間電圧利得差 △GVC 0 dB - 

全高調波歪率 THD 0.02 0.05 0.02 % BW=20～20kHz 

定格出力１ PO1 31 46 31 mW 
RL=32Ω,THD＜0.1% 
(BH3544F, BH3548F) 
RL=32Ω,THD＜0.3%(BH3547F) 

定格出力２ PO2 62 77 62 mW 
RL=16Ω,THD＜0.1%  
(BH3544F, BH3548F) 
RL=16Ω,THD＜0.5%(BH3547F) 

定格出力３ PO3 - 120 mW RL=8Ω,THD＜0.25%(BH3548F) 

出力雑音電圧 VNO -93 dBV BW=20～20kHz,Rg=0Ω 

チャンネルセパレーション CS -90 -87 -90 dB Rg=0Ω 

ミュート減衰量 ATT -80 dB Rg=0Ω 

リップルリジェクション RR -57 dB fRR=100Hz,VRR=-20dBV 

入力抵抗 Rin 90 kΩ - 

 
 

 
●参考データ 
 
 

BH3544F BH3544F BH3544F 

 

Fig. 1 無信号時回路電流-電源電圧特性 Fig. 2 端子直流電圧-電源電圧特性 Fig. 3 出力電圧-ミュート電圧特性 
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BH3544F,BH3547F,BH3548F 

●参考データ   (続き) 
 

BH3544F BH3544F BH3544F 
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Fig. 4 電圧利得-周波数特性 Fig. 5 全高調波歪率-出力電圧特性(1) Fig. 6 全高調波歪率-出力電圧特性(2)
 
 

BH3544F BH3544F BH3544F 

   

Fig. 7 全高調波歪率-出力電圧特性(3) Fig. 8 全高調波歪率-出力電圧特性(4) Fig. 9 チャンネルセパレーション 
-周波数特性 

 
 

BH3544F BH3544F BH3544F 

   

Fig. 10 ミュート減衰量-周波数特性 Fig. 11 リップルリジェクション 
-周波数特性 

Fig. 12 リップルリジェクション 
-電源減圧特性 
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BH3544F,BH3547F,BH3548F 
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●ブロック図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig. 13 
 
 
 
●測定回路図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

Fig. 14 
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BH3544F,BH3547F,BH3548F 

●端子等価回路及び説明 

Pin 
No. 

端子名 I /O 端子電圧 
内部等価回路図 

機能 
BH3544F , BH3548F BH3547F 

1 
 
7 

OUT1 
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O 

2.1V 
(VCC=5V) 

  

出力端子 

2 MUTE I 
0.1V 

(open 時) 

  

ミュートコントロール端子
動作：Hi 
MUTE：Lo(open) 
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IＮ2 
I 

2.1V 
(VCC=5V) 

 
 

 

入力端子 

6 BIAS I/O 
2.1V 

(VCC=5V) 

 

 

バイアス端子 
 
(外付けコンデンサの 47µF
はボツ音対策用の時定数を
兼用していますので、変更
の際は十分評価願います。)

4 GND I - - - GND 端子 

8 VCC I - - - 電源端子 

※端子説明・入出力等価回路図中の数値は参考値であり、その値を保証するものではありません。 
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BH3544F,BH3547F,BH3548F 

●応用回路例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

Fig. 15  

 

 
●外付け部品について 
 

1) 入力カップリングコンデンサ(C3、C5) 
低域のカットオフ周波数 fc により決定されます。また、容量を下げますと、ボツ音の発生原因になりますので、 
変更の際は十分確認のうえ、決定してください。入力インピーダンスは 90kΩのため、下記の式から求められますが、
バラツキ、温特等の考慮を必要とします。(積層セラミックコンデンサを推奨します。) 

 
C3(C5)=1/(2π× 90kΩ×fc)  

 
2) バイアスコンデンサ(C6) 

Vcc=5Vの時は47µFを推奨します。容量値をあまり下げますと、電気的特性の悪化やボツ音の発生原因となりますので、
変更の際は十分ご確認のうえ、決定してください。 

 
3) ミュート端子ボツ音対策(R2、C2) 

BH3544F, BH3548F は GND に対して、190kΩ、BH3547F は 200kΩのインピーダンスを持っているため、 
R2 を大きくしすぎますと、ミュートが解除できないことがありますのでご注意願います。 

 
4) 出力カップリングコンデンサ(C1、C7) 

低域のカットオフ周波数により決定されます。出力の負荷抵抗値を RL として(出力に保護または、電流制限のため 
に抵抗 RX を入れると仮定する)、下記の式から求められます。 

 
C1(C7)=1 / (2π×(RL+Rｘ)× fc) 

 
5) 入力ゲイン調整抵抗(R3、R5) 

外付け抵抗(R3、R5)により、入力ゲインの調整ができます。下記の式から求められるゲインに設定できます。 
 
GVC=6+20log(90kΩ/(90kΩ+R3[R5])) [dB] 

 
入力ゲインを調整しない場合は、これらの抵抗は不要です。 
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BH3544F,BH3547F,BH3548F 
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●使用上の注意 
(1) 記載の数値及びデータは設計代表値であり、その値を保証するものではありません。 
(2) アプリケーション回路例は推奨すべきものと確信しておりますが、ご使用にあたっては更に特性のご確認を十分に  

お願いします。外付け部品定数を変更してご使用になる時は、静特性のみならず過渡特性も含め外付け部品及び     
弊社 LSI のばらつきなどを考慮して十分なマージンを見て決定してください。 

(3) 絶対最大定格について 
印加電圧及び動作温度範囲などの絶対最大定格を超えた場合は、LSI が破壊することがあります。絶対最大定格を   
超える電圧及び温度を印加しないでください。絶対最大定格を超えるようなことが考えられる場合には、ヒューズなど
の物理的な安全対策を実施して頂き、LSI に絶対最大定格を超える条件が印加されないようご検討ください。 

(4) GND 電位について 
GND 端子の電圧はいかなる動作状態においても、最低電圧になるようにしてください。過渡現象を含めて、     
各端子電圧が GND 端子よりも低い電圧になっていないことを実際にご確認ください。 

(5) 熱設計について 
実使用状態での許容損失を考慮して、十分なマージンを持った熱設計を行ってください。 

(6) 端子間ショートと誤実装について 
LSI を基板に実装する時には、LSI の方向や位置ずれに十分注意してください。誤って実装し通電した場合、LSI を   
破壊することがあります。また、LSI の端子間や端子と電源間、端子と GND 間に異物が入るなどしてショートした   
場合についても破壊することがあります。 

(7) 強電磁界内での動作について 
強電磁界内での使用は、誤動作をする可能性がありますので十分ご評価ください。 

(8) ボツ音対策について 
電源 ON/OFF 時に発生するボツ音を防止するためには、下記に示すタイミングダイアグラムを参考に、立ち上げ/立ち  
下げを行ってください。 

 
1) BH3544F, BH3548F 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

Fig. 16 
 

(A)：ミュート期間(電源 ON/OFF 時はボツ音対策として VMUTE=Lo にてご使用ください。) 
(B)：ミュート解除期間(外付け C2,R2 により、ミュート解除時のボツ音対策としているため、時定数を持ちますので 
     タイミングにはご注意ください。) 
(C)：ミュート開始時間(解除時と同様に時定数を持ちます。) 
 

2)BH3547F 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Fig. 17 

(A)：VCC 立ち上げ前(もしくは VCC と同時)にミュート解除状態(VMUTE＝Hi)にしてください。 
(B)：ソフトミュート期間(この時間は外付け R2,C2 で設定できます) 
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BH3544F,BH3547F,BH3548F 

●発注形名セレクション 
 

B H  3 5 4 4  F - E 2  

 
ローム形名 

  
品番 
3544 
3547 
3548 

  
パッケージ 
F：SOP8 

 
包装、フォーミング仕様 
E2： リール状エンボステーピング 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(Unit : mm)

SOP8

0.
9±

0.
15

0.
3M

IN

4°
+6°
−4°

0.17 +0.1
-0.05

0.595

6

43

8

2

5

1

7

5.0±0.2

6.
2±

0.
3

4.
4±

0.
2

(MAX 5.35 include BURR)

1.27

0.
11

0.42±0.1

1.
5±

0.
1

S

0.1 S



www.rohm.com
© 2011  ROHM Co., Ltd. All rights reserved.

Notice

ご 注 意  

本資料の一部または全部をロームの許可なく、転載・複写することを堅くお断りします。 
 
本資料の記載内容は改良などのため予告なく変更することがあります。 
 
本資料に記載されている内容は製品のご紹介資料です。ご使用にあたりましては、別途仕様書を必ず
ご請求のうえ、ご確認ください。 
 
本資料に記載されております応用回路例やその定数などの情報につきましては、本製品の標準的な
動作や使い方を説明するものです。したがいまして、量産設計をされる場合には、外部諸条件を考慮
していただきますようお願いいたします。 
 
本資料に記載されております情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、万が一、当該情報の
誤り・誤植に起因する損害がお客様に生じた場合においても、ロームはその責任を負うものではありません。 
 
本資料に記載されております技術情報は、製品の代表的動作および応用回路例などを示したものであり、
ロームまたは他社の知的財産権その他のあらゆる権利について明示的にも黙示的にも、その実施または
利用を許諾するものではありません。上記技術情報の使用に起因して紛争が発生した場合、ロームは
その責任を負うものではありません。 
 
本資料に掲載されております製品は、一般的な電子機器（AV機器、OA機器、通信機器、家電製品、
アミューズメント機器など）への使用を意図しています。 
 
本資料に掲載されております製品は、「耐放射線設計」はなされておりません。 
 
ロームは常に品質・信頼性の向上に取り組んでおりますが、種々の要因で故障することもあり得ます。 
 
ローム製品が故障した際、その影響により人身事故、火災損害等が起こらないようご使用機器での
ディレーティング、冗長設計、延焼防止、フェイルセーフ等の安全確保をお願いします。定格を超えた
ご使用や使用上の注意書が守られていない場合、いかなる責任もロームは負うものではありません。 
 
極めて高度な信頼性が要求され、その製品の故障や誤動作が直接人命を脅かしあるいは人体に危害を
及ぼすおそれのある機器・装置・システム（医療機器、輸送機器、航空宇宙機、原子力制御、燃料制御、
各種安全装置など）へのご使用を意図して設計・製造されたものではありません。上記特定用途に使用
された場合、いかなる責任もロームは負うものではありません。上記特定用途への使用を検討される際
は、事前にローム営業窓口までご相談願います。 
 
本資料に記載されております製品および技術のうち「外国為替及び外国貿易法」に該当する製品または
技術を輸出する場合、または国外に提供する場合には、同法に基づく許可が必要です。 

ローム製品のご検討ありがとうございます。  
より詳しい資料やカタログなどご用意しておりますので、お問合せください。 

ROHM  Customer Support System 
http://www.rohm.co.jp/contact/

R1120A


